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WUCO 補助金増額について 

ＷUCＯ日本代表チーム一同 

 

1．要望の背景 

世界学生オリエンテーリング選手権(通称ユニバー、以下 WUCO と記載)は Student-

WOCとも称される学生の世界チャンピオンを決める大会であり、2 年に１回開催されてい

る(2020 年はコロナ禍により中止)。日本の学生にとっては、インカレで結果を残した後の

次の競技目標・ステージとしての役割を果たしており、2022 年大会においても多くの選手

の活躍が見られた。大学生中心の日本のオリエンテーリング界においては、若手選手が世界

に挑戦する場として WOC よりも身近な大会であり、優れた日本人オリエンテーリングラ

ンナーを育成するうえで非常に重要な大会といえる。それだけでなく、国際大会の経験や 

海外選手との交流、日本チームとして戦う経験は日本オリエンテーリング界に多くのもの

をもたらすと考えている。 

 

２．これまでの経緯 

 2022 年度第 4回幹事会にて要望書を提出し、議論が行われた結果、増額方針が決定した。 

 

〇2022 年度第 4回幹事会にて日本チームが提出した要望書 

https://drive.google.com/file/d/19349zzfaxJhKFan8Ns1VYMT5YPfddm5B/view?usp=shar

ing 

 

〇2022 年度第 4回幹事会の議事録 

20230323-4th_report.pdf (orienteering.com) 

 

3． 今回の議題 

3.1. 具体的な増額金額 

3.2. 代表選手による日学加盟員への活動・技術共有について 

 

3.1. 具体的な増額金額 

3.1.1. 2022 年度の選手 1 人当たりの収支(参考) 

出場選手は基本的に学生であるため、出場には金銭的な問題が伴う。表１はWUCO2022 

に出場したある選手の支出の一部である。ヨーロッパへの移動および 2 週間程度の滞在、

また大会エントリーのため少なくとも 30 万円以上の個人負担が必要な状況である。 

 

 

 

https://drive.google.com/file/d/19349zzfaxJhKFan8Ns1VYMT5YPfddm5B/view?usp=sharing
https://drive.google.com/file/d/19349zzfaxJhKFan8Ns1VYMT5YPfddm5B/view?usp=sharing
http://www.orienteering.com/~uofj/media/conference/20230323-4th_report.pdf
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表１ 選手 1人あたりの支出 

経費 （円） 

大会参加費 

※選手村の宿代含む 

 
68,355 

FISU 登録料 
 

2,837 

トレキャン 宿泊費 40,298 
 

交通費 20,986 
 

食費 2,747 

コロナ関連 
 

17,798 

Si レンタル 
 

400 

航空機往復 
 

175,890 

合計 
 

329,311 

 

 昨年度は、チーム全体で、日学の通常予算である 30 万に加えて、コロナ関連補助金

（30 万円）、寄付金（静岡県協会）4万円をいただき、各選手には 13,752 円（全員）と帰

国ＰCR検査などの状況に応じた金額が支給された（表 2）。 

 

表２ 選手 1人あたりの補助金 

 （円） 備考 

全員が平等にいただいた補助金 13,752 
 

【松本の場合】 

コロナ関連(帰国時 PCR検査代など)  

 

17,588 

 

人によって金額が異なる 

合計 31,340  

 

3.1.2. 補助金額の提案 

 前回の幹事会では、理事の方から本来は出国から帰国までのすべての費用を賄うべきで

あるが、大きい団体でないためと厳しいとのご意見をいただいた。それらも踏まえ、本チー

ムは、ＷUCO 出場のために全選手が必要となる FISU 登録料、参加費を基に表 3のような

補助金額を提案する。 
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表３ チーム全体の補助金（提案） 

経費 （円）  

FISU 登録料（オフィシャル） 3,000 ×２ 

参加費（オフィシャル） 70,000 ×２ 

FISU 登録料（選手） 3,000 ×12 

参加費半分（選手） 35,000 ×12 

合計  600,000 

※この金額は、2022 年度の選手団がいただいた補助金（元々予算に計上されていた 30万円

とコロナ補助金 30 万円）の合計額と同じである。 

 

3.2. 代表選手による日学加盟員への活動報告・技術共有について 

冒頭の「要望の背景」記載のとおり、WUCO は日学加盟員の競技目標・ステージとして

の役割の果たしており、この大会への日本選手の派遣事業は、優れた日本人オリエンテーリ

ングランナーの育成、すなわち日本学生の競技レベルの上昇や、学生の国際大会への出場、

海外選手との交流の促進につながる。つまり、この活動自体が、本来の日本学連の目的であ

るオリエンテーリングの普及、発展、および競技環境の保全に寄与する。 

しかし、前回の幹事会で直接的な貢献があるとさらによいという話があったので、本チー

ム内で話し合いを行った。その結果、2022 年度日本チームからは以下のような方法による 

日額加盟員への積極的な活動や技術の共有を提案する。 

 

・報告書の発行（従来通り） 

※昨年度の報告書 

http://www.orienteering.com/~uofj/gijutsu/index.php?catid=18&blogid=2 

・日学合宿でのコーチの積極的受諾 

・オンライン報告会の実施（質疑応答、大会に向けた準備方法などを含めるとなおよい） 

http://www.orienteering.com/~uofj/gijutsu/index.php?catid=18&blogid=2


第２回幹事会　部局報告

部局 今までしたこと これからすること 相談・共有事項あれば

幹事長

副幹事長 通常業務 第3回幹事会計画

事業部 キャンパスOツアー第
1戦結果集計、公表、
第2戦以降の宣伝

キャンパスOツアー
第2戦以降の宣伝、
集計
後夜祭開催

後夜祭について、斡旋
される宿泊先を事前に
知れるのか、またそれ
はいつくらいにわかる
のか

普及部 伝えることが多いた
め、以下のリンクから
資料にアクセスしてく
ださい。
https://docs.google.
com/document/d/1-e
WVvKitzUakeiT8SU
N995WUSokBdfZb8
M32ER_HHv8/edit

広報部 ・Twitter更新
・HP更新
・みちしるべ広報

・過去の議事録公
開
・いぶき発行

事務局 ・学連加盟登録・JOA
競技者登録
・テレイン利用申請の
処理

・学連加盟登録・
JOA競技者登録の
最終確認
・賛助会員登録名
簿の管理

渉外部

会計 立替精算 決算を出します

技術委員会 秋インカレ推薦 春インカレ推薦、ユ
ニバー関連？

北東学連 ・東大大会併設セレ
不成立の対応
・インカレロング・スプ
リント選手権出場者
確定
・ミセレ運営依頼

ミセレの併設先決め

関東学連 ・ロング・スプリント推
薦者/インカレ出場者
確定
・関東新人戦の運営
・セレ規約改正

・関東対抗戦実施 特になし

北信越学連 ・インカレ出場者の確
定
・スプリント・ロングセ
レ併設の依頼

ミドルセレ併設の依
頼

東海学連 ・ロング・スプリント推
薦者/インカレ出場者

・来年度のセレ運営
依頼

https://docs.google.com/document/d/1-eWVvKitzUakeiT8SUN995WUSokBdfZb8M32ER_HHv8/edit
https://docs.google.com/document/d/1-eWVvKitzUakeiT8SUN995WUSokBdfZb8M32ER_HHv8/edit
https://docs.google.com/document/d/1-eWVvKitzUakeiT8SUN995WUSokBdfZb8M32ER_HHv8/edit
https://docs.google.com/document/d/1-eWVvKitzUakeiT8SUN995WUSokBdfZb8M32ER_HHv8/edit
https://docs.google.com/document/d/1-eWVvKitzUakeiT8SUN995WUSokBdfZb8M32ER_HHv8/edit


確定
・セレ開催の手配

・第二回東海学連
定例戦開催

中九四学連 インカレスプリント・ロ
ング選手権出場者確
定
ミドルセレの併設依頼

関西学連 インカレスプリント・ロ
ング選手権出場者確
定
第二回定例戦の開催

使われていないテ
レインのリメイク

理事


